
いわて宣言 
 

我が国は、急速に進行する人口減少と高齢化により、医療提供体制の持続可能性がかつて
ないほど問われる時代を迎えている。特に地方においては、医療需要の増大に反し、医療従
事者の確保が困難となり、必要な診療科が揃わない状況に追い込まれるなど包括的な対応が
急務となっている。先進諸国の中でも最も高齢化人口減少が先行している国として、日本の
動向に世界も注目している。医師多数都府県は、寧ろ特例的であり、日本の多くの地域にお
いては、直近の医療提供体制維持に危機感を持って備えなければならない。 

医学の進歩は日々加速し、専門性の深化が進む一方で、複合的疾患を併せ持つ高齢者には
包括的医療を担う体制や人材の確保が必要である。また、急速に進化する医学に伴い、制度
の複雑化や薬剤費の高騰などが進み、病院運営はかつてない困難に直面している。 

このような状況の中、勤務医は、病院を拠点に、多職種や地域医療機関、福祉施設等と連
携し、複雑化する先進医療を担っている。診療所との機能分担と連携を図りつつ、我々勤務
医は、診療科や施設の垣根を越え、持続可能な医療の実現に尽力している。 

一方、勤務医の長時間労働や過重な業務負担は、個々の人生と健康に深刻な影響を及ぼす
だけでなく、医療安全にも直結する重大な課題である。勤務医の働き方改革は、医療提供体
制の持続性を高める基盤として不可欠な施策であり、年齢や地域の実情に見合った運用が適
切に為されていく必要がある。 

また、人工知能や通信機能における先端技術の導入は、業務の効率化のみならず、医療の
質と安全性の向上を目指すための重要な鍵となる。我々は積極的にこれらを活用し、医療の
変革に対応していかなければならない。 

以上を踏まえ、我々全国医師会勤務医部会連絡協議会は、この困難な時代を乗り越えるた
め現場から変革を引き起こしていく決意を新たに、次の通り宣言する。 

 
 

一、人口減少と高齢化が進む中でも、勤務医は地域住民のいのちと暮らしを支えるため、 
  時代の変化に応じた医療提供体制の変革に努める。 
一、診療所・施設・職種の垣根を越えた連携により、切れ目のない医療を推進する。 
一、働き方改革を推進し、勤務医が無理なく安心して働ける環境整備に取り組む。 
一、人工知能や通信技術等の先端技術を有効に活用し、人材が限られる中でも質の高い 
  効率的な医療体制を構築する。 

 
 

令和７年１１月８日 
全国医師会勤務医部会連絡協議会・岩手 


